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[研究背景] 
海域は陸域と異なり堆積の場であることから、断層運動の履歴が地層の変形として連続的に保存されやすい特
性をもつ。従って、高密度で高分解能な地層探査を行うことが出来れば、海域の活断層評価もより高精度に行
うことが可能だと考えられる。 
[調査概要] 
本研究では、日奈久断層帯の南西部にあたる八代海中部海域において、高分解能地層探査を実施した。調査に
おいては、海底下表層部の地質構造を面的に把握するため、通常の探査（数百m～数km間隔の測線配置）に比べ
て、はるかに緻密な20～50mで配置した。また、本調査域の水深は約40m前後であり、用いた音波のビーム幅は±
1.8°であることから、進行方向での水平分解能は約2.5mの精度である。 
[断層に伴う地層の変形構造] 
調査海域（以下、A海域と称す）中央部では北東―南西方向の断層（以下、A-FA1）が認められ，その西側に全
体として北東―南西に延び北東縁で時計回りに曲折する断層群FA3～17の存在が確認された．A-FA1は楮原ほか
（2011）のFA1に相当し，北北東方向への延長が指摘されている．A海域中央部の記録断面において、数条の断
層により西側の地層は東側へ向けて階段状に落ち込み、非対称なV字型構造（幅約200m、深さ最大約7m）を成し
ている。この構造は，北北東―南南西のFA1が北東―南西方向のA-AFA1への走向変化部（曲折部）で局所的に認
められた．この走向変化部を中心として，西側はFA3~17により周囲より落ち込んだ形状を呈してい
た．従って，FA1およびA-FA1の走向変化に伴い，約2km×1kmの規模でネガティブフラワーストラクチャーが形成
されたと推定される．A海域南部においては，A-FA1の左屈曲が認められた．この屈曲に伴う圧縮場に伴い
A-FA1を挟んだ東側では，A海域中央部に比べ2倍以上のR1，R2の上下変位が認められた．以上のように，高分解
能地層探査を高密度に行うことにより，横ずれ断層により生じる複雑な構造を捉えることができた． 
[活動履歴の判読] 
各記録断面で認められた反射面のずれから活動履歴を判読し，計5つのイベントが推定された．最新活動時期と
しては，約1,700 yB.P～約1,000 yBPとなり，楮原ほか（2011）が指摘している744年の肥後国の地震（宇佐
美，2003）が考えられる。このように、詳細な音響層序区分と柱状試料を合わせることにより，海域において
も高精度な活動性評価を行うことができると考えられる．
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